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は じめに

明治 ･清末の国

会開設請願運動の比較J .I- I 一新 たな問題捷起

と

して淡江大学 日本語学科助理教授

馬 耀輝周 知 の よ うに ､十 九世紀 七十年 代 の

半 ばか ら八 十年 代 後 半 にか け て､ 日本 の 自由民権運 動期 の 明治十年代前 半

に､国会 開設 を請願 す る とい う国会開設 請願 運 動 が あ ったo も し明治十 四

年 (一 八八 一年 ) 十 月 の 国会 開設詔勅発布 か ら計算 すれ ば､それ か ら二十 六

年 後 の一 九〇 七年､清 未 中国 で も､国会 開設請願 運 動 が発 生 した｡ この二

つ の請 願 運 動 に関す る個 別 的 な研 究がな され て い る もの の (1)､ 両運 動 の

比較 研 究及 び 関 連 性 につ い ての研 究は､管見 の限 り､未 だ に見 当た らない

｡ そ こで､拙稿 で は まず 清末 の国会閑静請願 運 動 の･展 開過 程 を略述 してか

ら､ 丙運 動 に見 られ る相 似 点 と相違点 を､粗 略 なが ら､ 両運動 の発 生 ･展 開

過程 及 び 要 求 内容 と 目的 とい うこ項 目に大別 して比較 し､新 た な問題 提起 を試 み るO

清末 の

国会 開設 請願 運 動 の展 開過程(1) 国会開設請願運動を含め､自由民権運

動に関する研究が数多くなされてきたことは言うまでもなしもその中に､国会開設請

願運動を考察対象としたものとして､内藤正中の 『自由民権運動の研究』(青木書店
､一九八七年十月)がある｡-方､清末の国会開設請願運動を考察対象とした最
近の研究として､拙論 『清末国会開設請願運動q)研究』(東京大学博士論文､一九九
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九年 の国会 開設期 限 の決 定で応 えたO

- 九〇 九年 には請願 が なか ったが､翌一 九-〇年 に入 る と､四回 あ ったO

-九一〇年 一 月 の第一 次請願 は､前年 十 月 に開設 され た諮 誌 局 の十 六省 ･

三十 三人 の議 員代表 が 北京 に集 ま り､連名 に よる請願 書 を都 療 院 に提 出 し

た ｡ ◆今 回の請願 は ､以前 の各省 の任意 的結合 と署名 者 多数 に よる総意 表 明

の上京 請願 とは遣 い､抵 定的民意表 示 ･議 政 機 関 で あ る諮 議 局 の民選 議 員

が全体 的 ･代表 的意 見 を表 出す る と意 味づ け られ てい た｡ しか も､諮 議 局

の最初 の詰 政 が行 われ た後 に請願 はな され てお り､議 員 らは義 政 を遂 行 し

えた民度 の高 さは国会 に も十分通用す る とい う自信 を抱 い て いた｡ しか

し､諮議 局 に は ､義 政範 囲上 と権 限範 囲上 の限 界 が 存在 した｡諮 誌 局 が請

願 に乗 り出 したの も､請願 が却 下 され た後 ､諮 議 局連 合会 が結成 され た の

も､諮 議局 が 直 面 した限界の解 消 ･克服 を志 向す る もの と思 われ るO

請願 却 下後 ､北京 の請願代表 団 は早速 ､大 規模 な請願 活 動 を練 り始 め､

請.誌 局 と請願 即 開 国会 同志会 ､京 師 国会 期成 会 ､教 育会 ､ 商会 ､政治 団体

を足掛 か りに ､各省 ･各 団体 の連 携 ･結集 に よる連 合 上 京 請願 が実現 し

たO- 九一〇年 六 月 の北京 で､元 の諮 議 局議 員 代 表 に加 わ って､ 二十省 の

諮議 局 ･教育 会 ･商会 ･政治団体 ･紳 民 か ら派遣 され た､ 一 四六 人以 上 と

思 われ る請願 代表 は一大請願 グル ー プ を形 成 した｡ 代表 分 野 の多様 さに応

じて､請願 書 も十 四通 に上 る｡ しか し､政府 の返 事 は相 変 わ らず ､却 下 で

あった｡

第 三次請願 にお い では ､請願 書 の提 出先 が ､都 廃 院 か ら開設 ま もない資

政院 に変 わ った こ とと､各地 に督撫 の代理 上 奏 を要 求 す るデ モ行進 が発 生

した こ とな どの変化 が あ った｡ 結果 的 には､ 国会 の即 時 開設 は法 定的 民意

220



｢

｢

]

｢ ･ヽpl.･..1 P

.･.こ1一′･.■■~' 5iiZ二 J ニ ー表示 ･

義政機 関の諮議 局 が会 合 して素敵 した議案 と して汝 的 手続 に沿 って提案 さ

れ ､資敏腕 での議 論 を受 け､多数決 の原 則 に従 っ て 可 決 され ､十 月二十八 日

､上 奏 され たo 一方 ､各 地 のデモ行進 に よ る代 理 上 奏 の要 求 に督撫 たち

も応 じた｡ しか も､二十人 近 くの督 糎 が連名 で国会 の 即 時 開設 を二度上奏 し

たO 衆論 に囲 まれ て ､政府 は､国会 を宣統 五年 (一 九 一三年 ) に召集す る とい う期 限短縮 の上諭 を発布 したが､請願 代 表 た ち

を帰郷 させ ､国会 の即時開設 を再議 して は な らない と命 じたoLか し

､奉 天 か ら第 四次諸原 を引 き起 こす 動 きが あ ったo 上 京代 表 が派遣 され

､奉天 でデ モ行 進 が行 われ ､天津 で も学 生の授 業 ボイ コ ッ ト ･デモ行進 が発 生 したQ 政府 はま た も請願

を却 下 した｡ しか も､強硬 な姿勢 で各地 の請願 活動 を抑 えた｡七回

の運動 を集 計す る と､二十省 の約 六十 万人 が 関わ って い た連 動 で あった｡ そ

の展 開過 程 に即 して言 えば､運 動 は､晴末社.会 の変 化 とともに様々な政

治 関与 の傾 向が 出て きた 中で ､政 治 - の民意 の反 映 を求 めた過 程 に人民 の代表が参加 す る こ とを求 め

た､平和 的手段 に よる全 国的 規模 の政 治的大衆運動 であ ったO運 動 の

主な要 求 内容 は､国会 の開設 に あ ったo Lか し､ 国会 を開設 しなけれ ば

な らない理 由は ､政治 的 ･社 会的状 況の推 移 と共 に ､異 な る中身 を持 ってい

たQ 最初 の請額 は､政府 の官制 改 革 に対 す る批 判 ･不 満 か らそ の端 を発

した｡ 責任 内閣 の設 立 が実現 しなか ったた め､国会 な しに行 政府 に行政 責

任 を負 わせ る こ とは不可 能 で あ る､ とい うこ とが 強調 され て い たC次 の湖

南省請願 の場 合 は､それ までの政 治 的 ･社会 的 出来 事 にお い て､政府 の様 々な不 当
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制 よ り立意体制 - の移酎 =l国会 の不可欠 さが指摘 され てい たo そ の年 の各

省 請 願 にな る と､外 交 ･内政 にお け る諸 困難 を解 決 す る道 と して､ 国会 開

設 のメ リッ ト､例 えば国力 の増 強や利権 の回収､実業 の振 興､財 政 の整 理 ､

教育 の普及 ､地方 自治 の施行 ､民度 の向上 ､ 民心 の安 定 ､君 権 の保 障 な ど

が具体 的 に提 起 され た｡ 諮議 局 開設後 の 国会 開設 論 は ､諮議 局 の限 界解 消

･克服 の意味合 い を帯 び るもの とな った｡ さ らに後 の三 回 の請願 で は ､主

に予備 立憲 の不十分 ･無効果 や 資政 院 の非議 会 的性 質 に対す る批 判 か ら､

国会の即 時開設 が要 求 され てい た｡

これ ら要求理 由の異 な る中身 に対 し､請 願 運 動 の全過 程 にお い て ､ 国会

の開設 を通 じて一貫 して実現 され よ うと した の は､立 法 と行 政 監督 とい う

こ原則 の確 立 であ った｡運 動 はそ の時代 の様 々 な問題 を指 摘 し､ そ の原 因

を政府 有 司の専制 に求 め､その改革 方法 と して､行 政府 を責任 政 府 に しな

けれ ば な らないが ､そのためには､三権 分 立 に立脚 し､ 立法 ･行 政 監 督 甲

機 能∴を具 え､民選議 員で 構成 され る国会 の開設 が必 要 だ と要 求 して い た｡

そ して ､国会 開設 のメ リッ トは､実 に多 く指 摘 され た｡ 例 えば ､ 国家 主

権 の確 立､利権 の回収 ･保 護､行政方針 の統 -､実業 の振 興､財 政 の整 理 ､

地方 自治 の普及､省 間の利益衝 突 の調整､国 内各 民族 の平等､教 育 の普 及 ､

民度 の高 い均 質 的 な国民の創 出､民衆 の 国民 的連 帯感 ･一体感 の形成 な ど

で あ る｡ 国会 開設 に万能薬 と しての期 待 が か け られ た の で あ る｡ そ の意 味

で､運 動 は､立憲政 治 ､ と りわ け国会 開設 の実 現 を通 じて､ 上 下 の一 体 化

と協力 に よる､責任 政府 の成 立 と政府 の職 能 強 化 ､●民 生 の発 達 ､ 国家 の 富

強 に対す る強 い期待感 の反 映-で あった と言 え よ うo Lか も､運 動 は ､多数

決 の議事原則 と上京請願 代表 の公 開選挙 ､駄 定 の手続 ､ 平和 的 手段 を踏 ま
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待 を表 明 し､国会 開設 の要求 を国民的意見 と して盛 り上 げたC 従来 の r政

治改革｣ と言 えば､皇帝 ･政府 高官の主導 に よるものや 民衆の革命 蜂起 に

よるものが多 く見 られ る中国歴 史においでは､連動 の よ うな形 の ものは､類例 を見な

い と認 め な けれ ばな らないO清朝政府 は､国会 開設 の期 限 を宣統 五

年 と明確 に定 めた もの の､即 時開設 を受 け入れ なか った｡ その原 因 につ い

ては､皇族 は責任 内閣や 国会 の開設 に よる皇帝権力 と政 治的主導権 の失墜

､漢人官僚 の実権 掌握 に対 して､危懐 の念 を抱 いていた こと､及 び権力 の

中枢 は政治 的決断 の能力 に欠 けていた こと､皇族 ･官僚 の権力争 い で反対 勢力が権力 の中枢 にす が りつ

い ていた ことが考 え られ る｡以上 を踏 まえて､ この運動 は次 の よ う

に規定す るこ とが で き よ う｡ つ まり､運動 は,酒未 中国に発生 した ､不

特 定多数 の権力 ･権 限 を持 た ない個人や集団が ､国会 開設 とい う政 治的 目的

の も とに結集 し､平和 的 な請願 ･署名 ･デモ な どの方法 でその政 治的 目的 の

実現 を通 じて､国民 と しての参政権 の獲得 と国民参政機 関の設 立 に よ

る政 治体制 の根本 的 な変革 を 目拷す､体制変革運動 であった｡また､滑未社

会 の変化 と結び付 けて考 え る と､運動 には､近代的政治制度 の早期成 立や

産 業 の発展 ､観念 の変化 ､近代 国民国家の形成 な どの諸側 面か ら､ 中国 の

近代化 の進行方 向- の転機 が 内在していた と考 え られ る｡ その意 味 で､運

動 は､中国近現代 史 の転換 点 に 当た る

歴 史的 出来事 と位 置 づけ られ よ う｡二､ 明治 日
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(-) 両運動 の発 生 ･展 開過 程

1､発 生時期

まず ､ 日本 の国会 開設 請 願運 動 の発 生 は ､ 明治 政府 が近 代化 政策 を推 進

し始 めた時期 にお い てで あったo一方､清末 の 国会 開設 請願 運 動 の発 生 は､

清朝 が洋務 運 動 ､戊 戊変 綾 ､義 和 団事件 を経 て､ ｢新 政 ｣ の 実施 に入 った

後 の こ とであ ったO 仮 に､ r新政 ｣ は清 朝 の本格 的 な近代 化 政 策 で あ った

と言 える とす れ ば､ 日本 よ り二十年 以上 の後 とは言 え､清 末 の国会 開設 請

願運 動 も近代 化 政策 の推進過程 にお いて発 生 した とい うこ とに な る｡ この

よ うな こ とは偶 然 で あ ったのか ､或 いは何 か 法則 性 とい うもの が あ った の

か｡ この問題 を説 明す るには､請願 運 動 の発 生 ･展 開 との関連 にお い て ､

二つ の近代化 政策 の内容 ･本質 を比致 しな けれ ば な らな いか も知 れ ないO

2､運動形態 ･方 払

地方 で署名 を集 め､そ して地方 の代表 が上 京 し､請願 書 を提 出す る､ と

い う点 にお い て ､丙運 動 とも基本 的 に は変 わ らない｡ これ は ､清 末 の請願

参加 者 に よって ､明治 日本 の国会 開設 請願 運 動か ら方 法論 的 に参 考 とす べ

き点が見 出 され ､ 国民 の多数 の連名 で r国 民 的運 動 ｣ と して 政府 - の請 願

を起 こす とい う､後 の運動展 開 に結 びつ くよ うな基本 的形 態 ･方 牡 が提 起

され ていた こ と と関連 が あ る｡ (2)両連 動 の方 法論 的 な関連 性 に関す る更

(2) 拙稿 ｢明治自由民権運動と近代中国の知識人たち-熊箔輿の 『日本国民之国

会運動』を中心に｣『淡江日本論叢』第七輯 (淡江大学 日本研究所 ･日本語文学系､
一九九八年三月)九十二貢参照D
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なる研 究が要請 され

る｡ lIしか し､両運 動 には方 法論的 に異 な った ところ も見 られ る

｡ 例 えば ､愛国社 路線 に よる国会 開設請願 運 動 の展 開 には､全 国逆説 が な さ

れ たが ､清末 の国会開設 請願 運動 では､請願 書提 出 の他 に ､代 理上奏 ､ デモ

行進 ､授業ボイ コ ッ トな どの方 法 が使 われ たO3､運動 の拡大全 体

的 に見 る と､明治初 期 の国会 開設 請願 運 動 は ､･明治 七年 (一 八 七 四年)征 韓論 に敗

れ て野 に下 った板 垣退助 を始 め とす る八人 の連 名 に よる｢氏選議 院設 立建

白書｣の提 出 とい う小 団体 の請願 か ら､土佐 立志社 の建 白 とい う一地域 ･一

団体 の請願 - と､更 に明 治十 三年 (一八 八 〇年 ) の各 地域･政社 の請願 及

び愛 国期成 同盟 の多地域 ･政社 の連 合請願 へ と発展 して いった｡

これ に対 して､清末 の国会 開設 請願 運 動 も､最初 は熊 箔 輿 らの小 団体

の請願 と湖 南省

一地域 の請願 か らス ター トした の で あ る｡ た だ ､そ の後 は､明治十 三年

の各地域 ･政社及 び愛 国期成 同盟 の請願 が ほぼ 同時 に進 行 していた形 と少 し異 な り
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い る｡ (3)これ に対 して､清末 の場 合 は請願 書 ･関連 上 奏 を含 め て 七 十 三

r
1.L〕 件 `4'､-九〇八年 の各 省 請願 と- 九-〇年 の第 二 次 ･第 三次 請願 の 時 に ､

二 回の盛 上 が りが あ ったo

5､結社 と団体

両運 動 は多 くの結 社 ･団 体 を足 場 に発 展 ･拡 大 して い った 点 にお い て ､

同様 な特 色 が見 られ るO 日本 の場 合 は ､都 市 民権 結 社 ･愛 国 社 系 数 社 ･在

地 民権 結 社 の三 潮 流 に分 け られ ､多様 な機 能 を持 っ て い る｡ (5)清 末 の 商

会 ･教 育会 ･自治会 な どは､結 社 とい うよ り､む しろ商 工 業 者 ･教 育者 な

どの 自治 的 な社 会 団 体 であ り､行 政 の末 端 を補 う一 面 もあ っ た｡ そ うい っ

た結 社 ･団 体 自身 の特 性 ･活 動 か ら運 動 との 関 わ り及 び 運 動 にお け る役 割

を比 較 す るの も､面 白いテ ー マ で あ る｡

6､地方 民会 と諮 議 局

明治十 三年 に至 って ､国会 開設 請願 運 動 が 全 国 的 に盛 り上 が った そ の背

後 に ､愛 国社 路線 とは別個 に､明 治 十 一年 府 県 会 規 則 な ど三 新 法 の公 布 と

明 治十 二年府 県会 開設 後 ､府 県 会 議 員 の主 導 に よ る組 織 路 線 が 存 在 してお

り､しか も全 国的結 合 を もって､国会 開設 請願 運 動 に関 わ っ て い た｡(6)～

方 ､晴 末 の場合 ､一 九 一 〇年 の 国会 開設 請願 運 動 の盛 り上 が りも､諮 議 局

(3) 江村栄- r幕末明治前期の憲法構想｣『日本近代思想大系9 憲法構想』(岩

波昏店､-九八九年七月)四五五頁参照O

(4) 拙論 『清末国会開設請願運動の研究』の巻末付録一参照｡

(5) 福井淳 ｢多彩な結社の活動J江村栄一編 『近代 日本の軌跡 2 自由民権と明

治憲牡』(吉川弘文館 一九九五年五月)参照｡
(6) 内藤正中 『自由民極運動の研究』(青木書店 一九八七年十月)一六三～一
九八京参照｡
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L [開設 と各務 薬 局 の議 員 らの連合 と関連 が あ った｡ 更 に､府 県 会 と諮 義 局 に

は､議事権 限 の制約 とい う問題 が あ り､府 県会 と諮 議 局 の議 事 権 限拡 大 ･

確 立の要求 は､国会 開設請願 運 動 の発展 を もた ら したの で あ る｡ (7
)

そ の国会 開設 請願 運 動 との 関連 にお い て､明治 政府 と清 朝政府 の地方 自治刺

度 ､及 びその展 開過程 にお け る民会 と諮 議 局 につ い て の比故 研 究 は今 後 の

課

題 と して残 され てい るQ(ニ)要求 内容 と 目的1､要求 の論 拠 と理 由

両運動 の主 な要求 が 国会 開設 に あ ったの は周 知 の通 りで あ るO そ の国会

開設 の要求 は､請願 者 か ら見 た限 り､ 日本 の場合 ､天膵 人格 論 を基礎 に し

た ものは少 な く､殆 ど五箇条 の誓

文 と典 に ､明治 八年 の ｢漸次 立 憲 政 体樹立 の詔 ｣ を論 拠 に して い る｡

(8)一方 ､清 未 の国会 開設 請.願 連 動 も､概 ね予備 立憲上諭 な ど､朝 廷 の約 束 を根 拠 に してい るO 更 に､国

会 を必 要 とする理 由につい て､ 日本 の国会 開設運 動 は政 治行 政 ･財 政経 済 ･
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2､専 制 政 治 とそ の 問題 点 1

両運 動 の背 後 に ､それ ぞれ の時 代 状 況 と問 題 が あ った が ､批 判 され た対

象 は共 に政府 有 司 の専 制 で あ った｡ そ の批 牡 の内 容 にお い て も相 似 す る と

ころが見 られ る｡例 え ば､明 治十 年 (一 八 七 七 年 )の 土佐 立 志社 建 白 で は ､

専制政 治 の弊 害 と して ､公 議 輿 論 の無 視 ､政 策 ･制 度 の不 統 一 ､過 度 の 中

央 集権 ､租 税 の苛 酷 ､外 交 上 の失 敗 な どが 指 摘 され て い る｡ 一 方 ､ 清 末 の

場合 ､連 動 を通 じて指 帰 され た 問題 点 か ら見 れ ば ､ 専 制 体 制 の 弊 害 は よ り

深刻 で あ った よ うに思 われ る｡

3､立憲 政 体 の創 出

両運 動 の 目指 す とこ ろは共 に ､政府 有 司 の 専 制 を改 め るべ く､ 国会 開設

･憲 法制 定 を通 じて立 憲政 体 を樹 立 し､人 民 に政 治 参 与 の機 会 を与 え ､上

下が一 体 とな っ て国 の存 立 .強 化 を図 る とい .5点 に あ っ た. しか し､ それ

_ま れ のV議会 論--i-T5日&･-請-のヰ 一に T一-敷革-のヰ 一 ワ-~サ と して∴"丁~公 議J..I-FIr~青

任 J とい う違 い が あ っ た｡ 例 え ば､ ｢民選 議 院 設 立 建 白書 J は ､有 司専 制
l

が もた らす 国家 崩壊 の危機 を救 う方 法 と して ､ ｢唯 天 下 ノ公 議 ヲ張ル ニ ア

ル 而 巳｡ 天 下 ノ公 議 ヲ張ル ハ ､ 民選 法 院 を立 ル ニ アル 而 巳 J と主 張 して い

る . 立志 社 の建 白 もそ の第 - 条 で､政 府 が公 議 輿 論 を採 用 せ ず ､約 束 に背

い た こ とを非 難 して い る｡ つ ま り､維 新 当初 か ら､ ｢公 議 ｣ を尊 重 ･体 現

す るか ど うか は､政府 を評 価 す る時 の判 断 基 準 に な っ て い た の で あ るa (I

0)一 方 ､清 末 の国会 開設 請願 運 動 も､輿論 の 尊 重 及 び 国会 開設 に よ る多

(10)三谷博 ｢維新と 『公議』-最初の 『公議』政体創出の試みを中心に-｣近代 日本
研究全編 『年報 ･近代日本研究 14 明治維新の革新と連続』(山川出版社 一九

九二年十月)参照｡
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張 してい たが､ 重 点 はむ しろ､政府 に政 治 上 の責任 を負 わせ る とい うとこ

ろにあ った｡ 言 い換 えれ ば ､国会 の 開設 を要 求 したのは､政府 を監 督 し､

そ の違 法 ･失政 を追及 で き る とい う国会 の費任 政治実現 の有効性 を機 能 的 に重

視 していた か らで あ る｡結 び以上 ､明治 日本 と将 来 の 国会 開設請願 運 動

の相似 点 と相 違 点 につ い て気付 いた点 を述 べ て きた｡ 上述 の諸 点 の他 に､

例 えば ､両運 動 の 間 にい か なる関 わ り合 い が あ った のか ､ 当時 の人

々 は 日本 の立憲及 び 国会 開設 請願 運動 を ど う●理解 して い た の か､ とい う問

題 が あ るO - 方 ､ 日本 は清 末 の 立憲及 び国会 開設 請願 運 動 を ど う見 てい

たの か ､ また ど う関 わ って いた のかO既知 の ところ､犬養 毅 が湖 南省 長 抄 を訪 れ た際 ､憲 政公 会 の 臨 時演


